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に， エーテノレ結合などを通して， 重縮合したと考えられてきている。 このフェニノレプロパン体とし
て，針葉樹リグニンは， コニフェリノレアノレコーノレが，広葉樹リグニンは， コニフェリノレアノレコーノレと
シナピノレアノレコーノレから成ると二与えられている。
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コニブェリノレアノレコー lレから酵素作用によってラジカノレ Ra が生じ， これらラジカ Jレ共鳴体 Rb，



















コニフェリノレアノレコーノレ類似体が DHP を形成するかどうか調べた結果， DHP が形成されるに
は，フェノーノレ性水酸基が遊離していること，側鎖の二重結合が必要である事が分り，これらの結果




















と 5 位に水素のあること，ならびに側鎖に 2 重結合があることが必要であるというフロィデンベノレグ
の仮説はラッカーゼの粗酵素標品を用いた実験を基礎としものであるが，いろいろな植物から得た純
ペノレオキシダーゼを用いた野津君の実験結果からも文持された。これはリグニン形成に関与する酵素
がラッカーゼではなく爽雑するペノレオキシダーゼであることを示すものである。
このようにして生成した重合物は分子量1000程度の Oligopolymer にすぎないが，細胞内リグニン
形成のモデノレとして有意義なものと考えられる。したがって，野津君の論文は参考論文の結果とあわ
せ考え，理学博土の学位論文として十分価値あるものと認める。
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